
毎月、職員が今月の手話を紹介します。
第 73回目は副町長八反田稔です。
■問合せ	健康福祉課福祉支援係（☎ 76-4006）

手 話
ワンポイントワンポイント 感謝

左手の甲を上に向け、右手の手刀で左手の甲を１回
叩いて同時に頭を下げます。
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洞
爺
湖
町
初
代
町
長
・
初
代
名
誉
町
民

長
崎
良
夫
氏
が
逝
去

洞
爺
湖
町
初
代
町
長
で
、
初

の
名
誉
町
民
の
長
崎
良
夫

氏
が
８
月
７
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
95
歳
で
し
た
。

　

長
崎
さ
ん
は
旧
虻
田
町
出
身
。

１
９
４
８
年
に
旧
虻
田
町
役
場
に
　
２
０
０
０
年
３
月
31
日
に
発
生

し
た
有
珠
山
噴
火
で
は
、
職
員
の

奉
職
し
、
総
務
部
長
、
助
役
な
ど

を
歴
任
し
た
の
ち
、
98
年
か
ら
の

２
期
８
年
間
は
町
長
と
し
て
町
政

の
か
じ
取
り
を
担
い
ま
し
た
。

先
頭
に
立
っ
て
町
民
の
避
難
と
被

害
の
全
容
把
握
に
尽
力
。
町
民
生

活
を
守
る
べ
く
混
乱
の
収
拾
と
復

旧・復
興
に
全
力
を
挙
げ
ま
し
た
。

03
年
に
は
、
視
察
の
た
め
来
町
し

た
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
被
災
地

に
案
内
。
噴
火
が
も
た
ら
し
た
被

害
の
甚
大
さ
を
伝
え
、
復
興
に
向

け
た
気
運
を
高
め
ま
し
た
。

　
旧
洞
爺
村
と
の
合
併
協
議
で
も

ら
つ
腕
を
振
る
い
、
06
年
に
は
洞

爺
湖
町
の
初
代
町
長
に
当
選
し
ま

し
た
。
08
年
に
行
わ
れ
た
北
海
道

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
は
国
内
外
の

要
人
を
歓
待
し
、
洞
爺
湖
を
は
じ

め
と
し
た
豊
か
な
自
然
と
町
の
魅

力
を
世
界
中
に
発
信
。
10
年
３
月

ま
で
の
１
期
４
年
間
に
わ
た
り
、

新
町
の
指
揮
を
執
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
功
績
を
た
た
え
、
町

は
16
年
の
洞
爺
湖
町
表
彰
式
で
、

洞
爺
湖
温
泉
観
光
協
会
会
長
な
ど

を
務
め
た
朝
倉
英
隆
氏
と
と
も
に

町
と
し
て
初
と
な
る
名
誉
町
民
の

称
号
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
町
政
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
続
け
た
生
前
の
功
績
を
あ
ら
た

め
て
偲
び
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を

表
す
る
と
と
も
に
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

１．開町式に出席する長崎元町長 ( 左
から２人目 ) ２．当時の道知事に有
珠山噴火の状況を説明３．北海道洞
爺湖サミットで海外の要人を歓迎４．
天皇・皇后両陛下を案内し、被災地
の視察を実現 ５．産業まつ
りで来場者と交流
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